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2021 環境経営レポート

株式会社オートリペアカワシマ
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　　　社員が一丸となり、環境負荷の低減に取組んでいきます。

　５.環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

　これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い環境経営の継続的な改善に努めます。

　　　カワセミがいて五月鱒がいてそして鮎が住むそんな自然を守りたい。

　　　とかく消費は文化という考え方が、今の我々の負の遺産となり立ちはだかっているが

　　　　　③リサイクルパーツ使用のメリットを、お客様に説明して積極的に購入し活用するように努めます。

　　　　　④有害化学物質の適正処理に勤めます。

               ＜自然を守るための行動指針＞

　　　　　①自社で使用する車のエコ運転に努め、お客様へも電力、燃料等の節約をお奨めし二酸化炭素

制定日：2009年 ８月 １日

　　　　　②新技術の研修会等に積極的に参加して、最新技術の研鑽に励みます。

　　　　　　排出量の削減に取組みます。

　　　　　④グリーン購入に勤めます。

　　　　　①自動車整備における洗車、工場や事務所清掃時の節水に努めます。

　４.自動車整備において環境に配慮した整備に取り組みます。
　　　　　①エンジン内部での完全燃焼を目指す整備により排出ガス濃度の低減維持に努めます。

　　　　　⑤新型コロナ対策も含めてリモートワークを推進し社用車での営業業務を抑えます。

　　　　　⑥集客媒体をネット集客に切り替える事で社用車での営業業務を抑えます。

　　　　　⑤顧客へのダイレクトメールを電子メールへ切り替えることでペーパーレスを推進します。

　　　　　②私たちは・リデュース（ゴミの発生の抑制）・リサイクル（再資源化）・リユース（再利用）の３Ｒを

　　　　　　基本として交換した部品、廃油、廃液、タイヤ等の産業廃棄物を適切に処理します。

　　　　　　　　　＜私たちの環境宣言＞
      私たちは、世界中で地球温暖化がとりざたされる中、今ある青い地球をまだ見ぬ子孫に

　　　残すには如何にすべきかを考え行動します。当社業務にて役を終えた水が戸石川に流れ

　　　長良川へ合流し、やがては海へと旅をしながら浄化をしていく。

　１.地球温暖化防止のため、二酸化炭素の削減に取り組みます。

環 境 経 営 方 針

　３.水資源の有効利用のため、節水に取り組みます。

　　　　　④自動車販売業務において、燃料消費効率の良い車種への代替、拡販に努めます。

　２.廃棄物の削減と資源の有効活用に取り組みます。

　　　　　②自動車整備作業において、燃料消費量と排出ガス量を新車時の測定値に近づけるよう努めます。

　　　　　③限りある資源を有効に使うよう各種のエコ商品の検証をしながら商品提案と拡販に努めます。

　　　　　①事務処理での一般廃棄物の削減と、分別廃棄及びリサイクル化に努めます。

改訂日：2022年 1月20日

㈱オートリペアカワシマ　代表取締役　川島　徹

　　　　　③使用済みの自動車は、リサイクル法のマニュアルに沿ったリサイクル処理に努めます。
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□組織の概要 更新日： 2022年9月10日

（１） 名称及び代表者名

株式会社オートリペアカワシマ

代表取締役社長　川島　徹

（２） 所在地

岐阜県岐阜市打越５４８番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 川島　隼人（事務） TEL：058-232-4185

担当者 川島　隼人（事務） TEL：058-232-4185

（４） 事業内容

自動車の修理、整備及び販売

（５） 事業の規模

製品出荷額 11,000 万円

本社

従業員　　　　　 ６名

延べ床面積　　　 440㎡

（６） 事業年度 2021年 8月1日～2022年7月31日

□認証・登録の対象組織・活動
　　　登録組織名：株式会社オートリペアカワシマ　本社・工場

　　　対象外：なし

　　　活動：自動車の修理・整備及び販売。

（2021年8月～2022年7月）
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□認証・登録の対象組織・活動
作成日：

更新日：

工場 事務所

　　 担当者 担当者

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・環境活動レポートの承認。

・環境経営に関する統括責任。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。

・自部門における環境経営システムの実施。

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

・環境目標、環境活動計画書原案の作成。

・環境活動の実績集計。

・環境活動レポートの作成、公開。（事務所に備付けと地域事務局へ

各部門担当者

川島　徹

認証・登録の適用範囲:

岐阜県岐阜市打越548番地

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

・自部門における環境方針の周知。

川島　隼人

(株)オートリペアカワシマ 本社・工場

　テスト、訓練を実施、、記録の作成。

環境管理責任者

代表者

・環境管理責任者を任命。

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知。

・環境目標・環境活動計画書を承認。

役割・責任・権限

2009年7月1日

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・環境目標・環境活動計画書を確認。

・環境活動レポートの確認。

EA21担当 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進。

2017年10月20日

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

・環境関連法規等取りまとめ表の作成。

活動:自動車の修理･整備及び販売

・環境活動の取組結果を代表者へ報告。

代表者（社長）

・環境経営システムの実施に必要な。人、設備、費用、時間、技能、

　技術者を準備。

　の送付）

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。

・特定された項目の手順書作成及び運用管理。

(株)オートリペア カワシマ
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□主な環境負荷の実績
規準年

単位 2013年 2020年 2021年

kg-CO2 31,527 32,100 29,884

kg 6,100 6,089 6,450

kg 1,900 1,514 1,534

kg 4,200 4,575 4,916

㎥ 769 785 568

※電力の二酸化炭素排出量換算値 0.426

□環境目標及びその実績
基準値 2022年 2023年

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 10,502 9,662 7,524 9,557 9,452

基準年比 2013年 92% 72% 91% 90%

Kg-CO2 6,411 5,898 4,203 5,834 5,770

基準年比 2013年 92% 66% 91% 90%

kg-CO2 16,912 15,559 11,727 15,390 15,221

ｋｇ 990 911 930 901 891

基準年比 2013年 92% 94% 91% 90%

ｋｇ 2,030 1,929 1,796 1,908 1,888

基準年比 2016年 95% 88% 94% 93%

㎥ 769 661 568 646 631

基準年比 2013年 86% 74% 84% 82%

台 154 176 181 179 182

基準年比 2013年 114% 118% 116% 118%

台 18 22 24 22 23

基準年比 2013年 121% 133% 124% 127%

個 42 51 58 52 53

+ 基準年比 2013年 121% 138% 124% 127%

％ 32% 42% 80% 44% 46%

基準年比 2016年 131% 250% 138% 144%

二酸化炭素総排出量

グリーン購入の推進

環境対応定期点検

ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ

　一般廃棄物排出量

2021年

項　目

　産業廃棄物排出量

総排水量

自動車燃料による二
酸化炭素削減

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭
素削減

環境基準対応車の販
売

廃棄物排出量

一般廃棄物の削減

上記二酸化炭素排出量合計

リサイクルパーツの
購入・使用

水道水の削減

※二酸化炭素排出量は灯油・液化石油ガスを含む

※産廃の値は焼却対象物(廃プラ類､廃タイヤ)の合計値　それ以外は売却

※一般廃棄物の値は焼却対象物(可燃ごみ)の値

産廃の削減

※

5



□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標：○達成　×未達成 活動：〇よくできた　△さらに取組が必要　×全くできなかった

達成状況

数値目標 〇
○
○
○
○
○

数値目標 〇
○
○
△
△

数値目標 ×

○
○
△
○

数値目標 〇
○
△
△
○
△

数値目標 〇
○
○
○
○

数値目標 〇
○
△

数値目標 〇

○
△

数値目標 〇
○
○

数値目標 〇
○

〇
○

社会貢献
地域、近隣公園の清掃 2カ月に一度、清掃や草刈りを実施しています。

水防団1名が地域の防災の為に働いています。次年度
も継続予定です。

水防団活動への参加

リサイクルパーツの購入・使用
目標達成となった。年度末が近づくにつれロードサー
ビスの仕事量が増加。しかし、全損事故が多く、リサ
イクルパーツでの修理に繋がらなかった。やはり暫く
の間は整備仕事メインで成績を上げていきたい。

環境配慮製品販売促進目標の説明
中古パーツ・リサイクルパーツの積極
的な購入・使用

グリーン購入の推進
目標達成。車両販売における新車比率が圧倒的に高く
なった。今年度は市場の変化の影響が大きく、販売部
門全体の業績がアップしたとは言い難いのは残念。

新車と中古車を合計した割合を評価

産廃の削減
ギリギリのところで目標達成となった。タイヤの廃棄
が少なかった事の影響が大きいかと思う。結局、年度
通してタイヤの販売が好調では無かった事でもあるの
で残念ではあるが、整備の仕事量自体は昨年よりも増
加しており廃プラスチックの分量は１０％ほど増加し
た。まずは十分な仕事量をこなしながら産廃の削減に
務めたい。

産廃削減目標説明
・社内での再使用
・リサイクル先の開拓
・的確に分別し回収
・作業工程の改善

目標達成となった。梅雨に入ってから雨の日がとても
多かったことで、会社の周りの緑化用の植物の水やり
も少なくなり節水に繋がった。活動内容に大きな変化
は無いが前回までの漏水修理など効果が大きいと思
う。以後も漏水のチェックを怠らない様にしていきた
い。

水道水削減目標説明
・社員に節水の呼びかけ
・節水弁の随時取り付け
・洗車、工場清掃時の節水

自動車燃料による二酸化炭素削減
目標達成となった。年度末の春先から夏にかけてロー
ドサービスがかなり活発になり、軽油の使用量が多く
なった。今年度は仕事量が昨年度よりも増加していた
が　社用車のタイヤの空気圧の管理やエコ運転の成果
が出たと思う。新車展示車スペーシアの積極活用の効
果も有った。

自動車燃費向上目標の説明
・社用車のタイヤの空気圧を高めに設定。
・社用車のエコ運転実施（急加速、急停車禁止）

・カーエアコン冷暖房を控え目に設定

一般廃棄物の削減
残念ながら目標未達成となった。月次成績を見てみる
と、ちょうど半分の６ヵ月が目標達成、残り半部が目
標未達成となった。一般廃棄物の項目は毎年度苦戦す
る事が多いが、日頃の積み重ねで頑張りたい。

一般廃棄物削減目標説明
・コピー用紙両面使用の実施
・コピーミスの防止
・分別による古紙のリサイクル

取り組み計画 取組結果とその評価、次年度の取組内容

電力による二酸化炭素削減
電力の削減については、7月単月のみ目標未達成と
なったが、年度を通して見てみると目標値を大きく上
回ることが出来た。改めて振り返ってみると、基準年
と比べて２５％程の大幅な削減となっており、今まで
行ってきた照明のLED化等の活動の積み重ねが十分な
効果を発揮してきているのでないかと思う。

省エネ目標説明
・照明の間引き消点灯
・工場設備の空運転防止
・工程ロス削減による稼動時間短縮
・冷暖房を弱めに設定（冷房２８℃、暖房２０℃）

環境対応定期点検
目標達成となった。今年は早くから気温が上がり始め
てカーエアコン整備の作業件数が順調に上がった。エ
アコン作動中の燃費のアップの他にコンプレッサー寿
命の延長においても環境に貢献出来るので頑張りた
い。

環境配慮製品販売促進目標の説明
パンフレットを作成しお客様にPR

環境基準対応車の販売
目標達成となった。新型コロナ感染症が広まった直後
に受注件数が大き減少した事もあったが、現在は受注
件数自体は回復したようである。但し、人気メーカー
の人気車種などは益々納期が伸びていく事が懸念され
るので楽観視はせずにもっと販売活動に注力したい。

環境配慮製品販売促進目標の説明
・パンフレットを作成しお客様にPR
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制及びその他の要求事項は次の通りである。

なお、違反、訴訟等は過去３年間ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

次回レポートは2023年10月に作成

　　フロンガス再生で排出抑制にも　　　　　　 災害時の活用も視野に　　　　太陽光発電を日常的に活用

●社内の電灯の大部分をLED化し、間引き点灯も実施することで消費電力を削減しております。
●リサイクルパーツの宣伝を日頃から行っている結果、車の修理の際にはお客様へ環境にやさし
いリサイクルパーツでの修理を提案し、選んで頂けております。
●お客様のお車の環境性能を向上させる提案を色々と模索しながら社員一同で行っております。
●塗装を補修に限定･他は外注。溶剤に含まれる化学物質は有機溶剤作業主任資格保持者によって
適切に保管管理をしています。
●優れた環境性能を持つ新型車の販売を通して環境に貢献します。
●産業廃棄物の的確な分別と処分を実施しております。

▼次年度に対する指示事項
●WEB集客・リモート営業の強化（DX）
●環境配慮型車両の拡販（PHEV車他）
●時代のニーズにあった市場の開発（軽トラキャンピングカー事業推進）

■最新エアコンガスチャージャー 　■軽トラキャンピングカー『トラベルハウス』 販売参入

水質汚濁防止法、浄化槽法
フロン排出抑制法
消防法
道路運送車両法
労働安全衛生法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

＜評価＞
今年度は全10項目の活動の内9項目で目標を達成出来た。新型コロナ以降、日常業務の実践方法に
様々な変化を起こす必要が出てきたが、それがマイナスに働く事もあれば、プラスに働く事もあ
ると感じる。今のところ、弊社においては、集客活動をWEB集客にほぼ一本化した事による順調な
集客が可能になった事や、保険業務においてのリモートワークの活用が大きなプラスの部分と
なっている。今年度を振り返ってみると、最後に改めて思った事は”今後も色々と変化を迫られ
る事も有るかと思うが、臨機応変に対応していきながら環境活動にも取り組んでいきたい”とい
う昨年と同じ事であった。むしろ、来年度はより強いプラスの変化を起こしていかねばならない
という思いで事業活動と環境活動を実践していきたい。

適用される法規制
廃棄物処理法
騒音・振動規制法

アセチレンガス等溶接、有機溶剤設備

油脂類の保管と管理、基準の遵守
1種、2種特殊整備工場の申請

空気圧縮機、送風機等の設置・変更届
油水分離層等の管理と届出、水質基準の遵守
業務用空調機の点検

一般廃棄物、産業廃棄物（金属ｸｽﾞ、廃プラ、廃ガラス、廃油等）
適用される事項（施設・物質・事業活動等）
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